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20．膵 Solid　pseudo−papillary　tumor （SPT）の 3例
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　　　　　　　　　　　田 凵　智章 ， 水田　祥代

　　　　　 （九州大学大学院医学研究院小児外科）

　　　　　　　　　　　孝橋　賢
一

，恒吉　正 澄

　　　　　　　　　　　　　（同　 形態機能病理 ）

【症例 1】 11 歳女児．腹部打撲後，腹痛が 持続．

外傷性膵嚢胞 の 診断で ドレ ナージ術を施行 され た

が，そ の 後 solid 成 分が 明 らか に な り膵体尾部腫

瘍全 摘術 を施行 ．病理診断に て SPT で あ っ た．

【症例 2】 12 歳女 児．腹 部打撲後に腹痛，腫 瘤が

出現，前医 に て 血 腫を疑 い 開腹 され たが ，後腹膜

腫 瘍お よび 腫瘍 内出血 の 診 断で 閉腹 され 当科紹介．

SPT が考 え られ ，待期的 に膵腫 瘍亜全 摘術 を施行．

【症例 3】 11 歳女児．右季肋部に腫瘤 を 自覚 し経

過観察 し て い たと こ ろ 腫瘤の 可動性 を認め たため

近医 受診 膵頭 部腫 瘤 を疑わ れ 当科 紹介．SPT

と考え られ待機的に膵頭部腫瘍摘出術 を施行．

【考察】膵 SPT の 3 例 を経験 した．本腫瘍は基本

的に bOrderline　malignancy とされ て お り，今回

の 3症例 と も膵 を温存した亜 全摘以上の 摘出術 を

施行 した．3症 例 と も再 発 ・転移 を認 め て い な い

が，注意深 い 観察が必要で ある．

21．左上肢 〜胸 背部巨大 リンパ管腫の 1例

　　　　　甲斐田章子 ，靄　　知光，田 中　芳明
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　症例は 11 ヶ 月の 女児，出生 前診断にて 左 腋窩

〜手背の 嚢胞 性腫 瘤 を指摘 され て い た．36w4d

帝王 切開に て 出生 ，推定体重 2500g ，右胸背部 に

波動 を有す る 8 × 8cm の 腫瘤，左 胸部〜左 上肢 全

体 に凹 凸不 整な 13 × 1 × 6cm の腫瘤 を認め た．

超 音 波検査で は右胸部腫瘤は嚢胞性，左 胸部〜上

肢 は海綿状．硬化 療法及 び左前胸部 〜 背部腫瘤部

分摘出術を施行 され ，残存する 左上 肢腫瘤治療 目

的に 当科紹介．左 上肢の 運動機能は保持 され て い

る．MRI で は 腫瘤 と筋 と の境 界は や や 不 明瞭

動脈造影で は，主要動脈に異常を認め な い が ，筋

層 〜腫 瘍内の 新生 血管増生 を認め る．多段階手術

の予定で ，H17 ．1．31 腫瘍部分切除を 予定 し て

い る ．当科 で の 巨大 リ ン パ 管腫症例の 治療経験 を

含め て 報告す る．

22．局所，腹腔内再発を認めた新生児未熟奇形腫

　　の 1例
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　在胎 39 週 1日，2958g に て出生 した 女児．出

生直後 よ り腹部膨満を 認め，生後 6 日目に 黄疸，

嘔吐 の 精査 目的 の た め 総 合病院に 入 院．腹部超音

波，CT 検査 にて直径 9cm の腹腔内腫瘤 を認 め た．

腫瘤は充実性，嚢胞成 分よ り構成 されて お り，
一

部に石灰化が存在 した，精査 治療 目的 に て 長 崎大

学病院に転院と な り，生 後 20 日 目に腫瘍切除術

が 施行 され た．腫瘍は左 後腹膜原発 で 被膜 を損 傷

せず に完全 摘出が 行われ た．病理組 織診断で 一部

に未熟神経上 皮組織を有する未熟奇形腫 と診断 さ

れ た，術後 外来 で 経過観察 を行 い AFP は 1幀調 に

低下 した が ，生後 5 ヶ 月 の 腹部 CT 検査で 後腹膜

に局所 再発像を認め，生後 7 ヶ 月で 再手 術を施行

した．後腹膜再発病変は膵臓後面 と横隔膜 に存在

した．横隔膜病変は 完全摘出 され た が，膵臓後方

病変は 部分切除を行 っ た，病理組織 診断で 両方 と

も成熟 奇形腫 と診断 され現在経過 観察中で あ る．
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